第５回大阪府水と緑の健康都市　オオタカ保全審議会の結果について
１．日　時：平成２７年３月３日（火曜日）１４：３０～１６：００
２．場　所：河内長野市ノバティホール
３．出席者：以下の３名の委員が出席
　　  橋　本　正　弘　会長　   (財) 日本野鳥の会 大阪支部　副支部長、

現大阪府鳥獣専門員
小海途　銀次郎　委員　　 (財) 日本野鳥の会会員、元大阪府鳥獣保護員
高　柳　　敦　　委員　　　京都大学　農学研究科森林生産学講座講師
４．報告事項
（１）オオタカモニタリング結果について

（２）オオタカ保全地森林整備について
　（３）箕面森町の緑化整備について
　（４）平成２７年度工事等予定箇所について
　（５）その他
５．議事の概要
（１）　オオタカモニタリング結果について
平成２６年定点調査の結果、１月は箕面森町で、２月は隣接する兵庫県域の山林でオオ
タカの飛翔が確認された。委員からは、まだ繁殖するかどうか分からないが良い兆しであり、またオオタカ以外にもハチクマ、サシバ等の猛禽類も繁殖期に連続して確認されていることから、オオタカを含めた猛禽類の調査を継続して行なうこと、さらに箕面森町で鳥類が増えてきていることはオオタカの生息にとって望ましいとの意見を頂いた。
（２）　オオタカ保全地森林整備について
平成２６年度はオオタカ保全地で、倒木処理、常緑低木の間伐　及び新たに後継樹対策（アカマツの幼樹の防鹿ネット施工）などを行った。委員からは、特に鹿の食害について、地域住民と連携し対策を検討していくよう意見を頂いた。
（３）　箕面森町の緑化整備について
平成２６年度の緑化整備工事について概要を説明した。委員からは、実のなる木も成長するといずれ小鳥も見られるようになり、緑の多いすばらしい環境になるだろうとの意見を頂いた。
（４）　２７年度工事等予定箇所について
平成２７年度の工事予定箇所について概要を説明した。委員からは、昨年度にオオタカの新たな保全方策の提言を出したことを受け、来年度、工事関係者へオオタカ保全対策に関する勉強会を行うよう意見を頂いた。
（５）　その他

今後もオオタカ審議会を存続させ意見を求めることについて、委員の了承を得た。
